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議会運営委員会会議録 

 

平成２４年１０月１６日 火曜日 

  午前１０時０１分開議 

  午前１１時１９分閉議（実時間 ６３分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議長の諮問に関する事項 

  （政治倫理について） 

  （情報公開（政務調査費使途公開・視察報

告書公開）について） 

１．その他 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  上 村 哲 三 君 

副委員長  大 倉 裕 一 君 

委  員  田 方 芳 信 君 

委  員  友 枝 和 明 君 

委  員  藤 井 次 男 君 

議  員  堀 口   晃 君 

委  員  前 垣 信 三 君 

委  員  前 川 祥 子 君 

委  員  松 浦 輝 幸 君 

委  員  百 田   隆 君 

議  長  古 嶋 津 義 君 

 

※欠席委員 亀 田 英 雄 君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

 議  員  増 田 一 喜 君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 議会事務局長     田 上 高 広 君 
 
    議会事務局次長補佐 
                        澤 井 光 郁 君 
  兼総務係長 
 

                              

○記録担当書記     桑 崎 雅 介 君 

            嶋 田 和 博 君 

 

（午前１０時０１分 開会） 

◎議長の諮問に関する事項（政治倫理につい

て） 

○委員長（上村哲三君） じゃあ、皆さんおは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり） 

 まず、会議を始めます前に、今回の会議から

堀口議員が新たな議会運営委員会の委員として

出席されております。堀口議員、よろしくお願

いをいたします。一言御挨拶をお願いします。 

○委員（堀口 晃君） はい。皆さん、おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり） 

 今回から、短い期間ですけども、一生懸命議

会運営のほうに努めていきたいと思いますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。お世話

になります。 

○委員長（上村哲三君） よろしくお願いしま

す。 

 それでは、ただいまから議会運営委員会を開

会いたします。 

 １、議長の諮問に関する事項を議題といたし

ます。 

 まず（１）政治倫理についてでございます

が、前回８月２７日の委員会の中で、政治倫理

については、これまでの論議の過程において、

府中市の司法判断の動向も踏まえて考えなけれ

ばならず、ここで拙速な結論を出すべきでな

く、今後も慎重な論議が必要であると考えられ

ることから、協議をこの際中断することとされ

たところであります。 

 また、再び政治倫理が協議の場に上げられる

までの間、我々議員は、政治倫理制定の趣旨を

いま一度認識し、一層遵守していくことで意見

の一致が見られたところであります。 

 このような中で、次の議会に申し送る方法の

検討も今後行うとの決定もなされていたところ
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でございます。このことに関して、会派で持ち

帰り、協議となっておりましたので、各会派よ

り、その結果について御報告を願います。 

 まず最初に、自由民主党・絆の松浦代表、お

願いいたします。 

○委員（松浦輝幸君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、松浦委員。 

○委員（松浦輝幸君） はい。うちの絆では、

今までにいろいろと議論をした、そうしたこと

をですね、ちゃんと報告をし、新しい、今度の

後の議会運営の人に申し送りをしたい、すると

いうことです。 

○委員長（上村哲三君） はい、わかりまし

た。 

 次に、自由民主党・礎の友枝代表、お願いし

ます。 

○委員（友枝和明君） はい。うちの会派も、

ただいま松浦委員から言われましたように、今

までの意見をですね、そのまま付議するという

ことで、そういう形でひとつ持っていきたいと

いうふうに思っておりますので。 

○委員長（上村哲三君） はい、わかりまし

た。 

 次に、自由民主党・和の田方代表、お願いし

ます。 

○委員（田方芳信君） はい。うちのほうもで

すね、そのまま、みんなの意見をですね、来年

の改選後にですね、持っていっていただければ

と思っております。 

○委員長（上村哲三君） はい。次に、新生会

お願いします。発言は交代でとのことでした

が、どなたかお願いいたします。きょうはどち

ら。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） よかですか。 

○委員長（上村哲三君） はい。 

○委員（前垣信三君） はい。私たちのほう

は、基本的には政治倫理はそのままでいいんで

はないかという主義でおりましたから、会派で

相談をいたしまして、今、委員長さんが冒頭で

おっしゃったような内容で、次の議会にお譲り

をしたいと、新たな検討をしていただきたいと

いうことでまとまりました。 

○委員長（上村哲三君） はい。確認をしたい

んですが、ただいまの意見は、全てゼロからと

いうことですね。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、わかりまし

た。 

 次に、改革クラブの堀口委員、お願いしま

す。 

○委員（堀口 晃君） はい。大方、今、委員

長がおっしゃられた部分とそう違うところはご

ざいませんが、一応、亀田代表のほうからいた

だいてる分を少しだけ読まさせていただきま

す。 

 政治倫理ということについて、各派それぞれ

捉え方がまちまちであるということが、ここま

で至った最大の原因であると考えると。これま

での協議の整理を委員長、副委員長もしくは事

務局で行ってもらって、協議が再開できるよう

な案を作成していただき、会派の調整を図って

もらうということが必要ではないかというこ

と。それを受けて、協議が再開できる段階にな

れば再開するし、できなければできなかった理

由を添えて、次の議会へ申し送るということを

議事録に明確にし、みんなの共通認識をしてお

くということをいただいておるところでござい

ます。 

 ということは、今まで積み重ねてきた内容に

ついては、よろしいというようなことと、これ

から先、今までどおりでいいんじゃないかとい

うところを踏まえてですね、もし異論があるな

らば、いろんなところで協議をする必要がある

んじゃないかということで、今までどおりとい
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うようなところで落ちついてるとこです。 

○委員長（上村哲三君） 最後に、市民クラブ

の大倉代表、お願いします。 

○委員（大倉裕一君） はい。市民クラブのほ

うですけども、今まで自民党会派さん、それか

ら改革クラブさんが述べられた意見と趣旨はほ

ぼ同じだというふうに受けとめさせていただき

ました。 

 今までの議論で並行線をずっとたどってきた

わけですけれども、その中で、結論が出ないよ

うだから、申し送りをして次の議会へと検討を

委ねようというような話になっていたと思いま

す。 

 市民クラブのほうでは、次の議会に申し送る

といいますか、次の議会で検討していただくと

いうことについては異議はないと。ただ、そこ

に申し送っていくということであれば、丁寧に

しておく必要があるだろうということで、課題

の整理をする必要があるだろうなという意見が

出ました。 

 そういう中で、誰がするのかってなると、や

はり委員長、副委員長が主になっていく必要が

あるのかなというふうに意見が出たところで

す。それを正式に議長のほうから次の任期の議

長のほうへ申し送っていただく必要が出てくる

んではないかというような意見が出たところで

した。 

 以上です。 

○委員長（上村哲三君） はい。今、１つ分か

らなかったのが、課題の整理というところなん

ですが、具体的には課題の整理というのはどの

ようなことを指してますか。 

○委員（大倉裕一君） 課題というのはです

ね、結局、この議会の中でまとまらなかったと

いう部分ですね。見直す必要性という部分につ

いて、具体的にという部分。それと、一方で

は、全体的な議論という部分があったと思いま

すので、そのあたりが課題になってくるのかな

というふうに思っております。 

○委員長（上村哲三君） はい。今、各派代表

の御意見をお伺いしましたが、ほかの委員さん

方で御意見はございませんでしょうか。 

 前川委員、ありませんか。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（上村哲三君） 前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。今、全体をお聞

きして、政治倫理の問題は、次回の改選におい

て持ち越すというのがおおむねの御意見のよう

で、それはそれでいいんですけども、じゃあ、

せっかくこの委員会の中にも出されたというこ

とも重きを置いていただきたいなという思い

も、私としてはあります。 

○委員長（上村哲三君） はい。百田委員はご

ざいませんか。 

○委員（百田 隆君） はい、ありません。 

○委員長（上村哲三君） はい。藤井委員はご

ざいませんか。 

○委員（藤井次男君） はい。今、大倉議員の

ほうから、課題の整理ちゅうこつが出たです

が、課題の整理、もちろんここで協議したこつ

はいっぱいあるわけですが、もともと、もとに

戻すちゅうことになればですたい、今の今まで

ある政治倫理をもとにして今回のような話し合

いをすべきじゃなかろうかと私は思います。 

 ここで整理したけん、ならそれがどうなるち

ゅうもんじゃなかと思うけん、次の選挙の終わ

った時点で、政治倫理ちゅう基本的な規約があ

るわけだいけん、それに向かって話し合いをし

ていただきたいと。そして、その中で、今度出

たような問題も協議を一緒にしていったならど

ぎゃんだろうかという意見です。 

○委員長（上村哲三君） はい、わかりまし

た。 

 ほかにございませんか。各派代表でも結構で

す。個人的な意見。 

○委員（松浦輝幸君） はい、なら。 
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○委員長（上村哲三君） はい、松浦委員、ど

うぞ。 

○委員（松浦輝幸君） はい。今のいろいろな

意見を聞いたわけですが、それから考えますと

きに、やはり今までですね、お互いが政治倫理

に対して議論をした、それはやっぱり重く見

て、それは今度の、要するに今度、次に議会運

営に譲るにしてもですね、そこのところは重く

見て、その付議はぴしっと送るようにする。そ

れで私はいいんじゃないかなと思います。 

○委員長（上村哲三君） はい、田方委員、ど

うぞ。 

○委員（田方芳信君） 今、皆さん言われたと

おりであってですね、その中でもですね、一人

会派ちゅうともあるわけですので、そういった

面もしっかりとですね、次に、一人会派の方々

ともお話しをしながら、それをまた踏まえなが

ら、改選後、次にですね、つなげることも大事

じゃないかなと思います。 

○委員長（上村哲三君） 貴重な御意見をいた

だきました。ありがとうございました。 

 ほかにございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 前回までですね、一

応一時この協議は中断して、次回に申し送ると

いう決定はなされております。という中で、皆

さんには、ただいまの各会派、それから個人の

意見も聞きましてですね、申し送る方法という

中で、どんな課題があるのかということも出た

わけでございます。申し送るにしても、しない

にしてもですね、２つのとり方があると思いま

す。１つは、この議会運営委員会で今まで議論

を重ねてきた内容をですね、付議して申し送る

方法、それからもう一つは、この議運の中で、

今まで出てきた意見を調整して、議運の総合し

た意見として、次の改選後の議会に申し送る方

法、それからもう一つ、全て無から次の改選後

の議会に諮る方法。先ほど、この３番目に関し

ては藤井議員が意見を言われたことでございま

す。あとの件に関しましては、大体前者の１、

２に関してはですね、皆さんの意見が集中して

いたというふうに判断をするわけですが、この

ような観点からお考えをいただければどうかな

というふうに思います。 

 当然、再開の時期については、先ほど前川委

員からも話がありましたが、府中市の事例がで

すね、当初の予定では年内には出るだろうとい

うような予定だったんですが、それが不透明と

いうこともあり、また、私たちの議員の任期と

いうのがあと１０カ月余りということもありま

してですね、そのことも含めて、ここで拙速な

結論を出すべきではないという意見に前回まで

終始してきたというふうに思っておりますの

で、その辺も含めてですね、意見があればお願

いしたいと思いますが。 

 今、二つほど、田方委員、それから松浦委員

から意見が出たようでございますが、ほかには

ございませんでしょうか。 

○委員（松浦輝幸君） 委員長。 

○委員長（上村哲三君） はい、松浦委員。 

○委員（松浦輝幸君） 要するに、申し送る方

法を検討するわけでしょう。 

○委員長（上村哲三君） はい。そうです、そ

うです。 

○委員（松浦輝幸君） そうであったらです

ね、やはり今までの議論をみんながみんなとい

うことはちょっと無理だろうけん、要所要所と

いうのをやっぱり委員長、副委員長あたりで絞

りながらですね、それを大事にして送ってもら

いたいと思います。だから、最初からちゅうこ

とじゃなく、今までの意見は大事にしてもらい

たいということです。 

○委員（友枝和明君） はい、委員長。 

○委員長（上村哲三君） はい、友枝委員どう

ぞ。 

○委員（友枝和明君） 府中市の件で、そのよ
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うに結果が出たときの場合、勘案しながら、ま

たそれ以降、委員会とか、結果に関してです

ね、そういう委員会また開いてするというお考

えは。 

○委員長（上村哲三君） はい、それはありま

す。前回までにですね、再開の時期については

御一任をいただいております。結果がいつ出る

かわからないということで。早ければ、また議

論に入っても結構ですし。で、最終的な結論が

改選までに出ない場合は、もうその意見を付議

してですね、次の議運に申し送るしかないのか

なというふうに思っておりますが、前回まで自

民党さんあたりからも案が出ておりました、改

正案がですね。そういうところを１度ぐらいし

か詳しい協議はしておりません。 

 という中で、改選時期の問題も出てきて、前

回が１年５カ月以上かかっているというような

ことからですね、ちょっと時間が足らないんじ

ゃないかちゅう意見から、このような流れにな

っておりますので、再開をして協議をするとい

うことは、やぶさかではありません、当然です

ね。なるべくここで煮詰まった意見で次回に申

し送るということも、それは筋だというふうに

思っております。 

○委員（友枝和明君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい。ほかに御意見

ございませんか。 

 一つ、改革クラブさんの先ほどの報告に対し

てですが、申し送りの内容協議という点で、も

うちょっと突き詰めた意見がありますか。先ほ

どでは、もうちょっと議論も重ねていいんじゃ

ないかというふうなニュアンスもとれたんです

が。 

○委員（堀口 晃君） 議論を重ねるというよ

りもですね、今の段階で、それぞれのところが

それぞれの認識の違いを持ってるんではなかろ

うかというところが１つ。それが、共通認識は

持っていったときに、初めて政治倫理というと

ころの中で、じゃあ、今後どうしていけばいい

かということにつながってくるだろうというよ

うなことなんで、この中でもう一回協議を再開

するということではなくてですね、まあフラッ

トに戻すというか、全くゼロに戻すんじゃなく

て、今までの協議を踏まえた上で、次期に申し

送るというような、そういうことでございま

す。 

○委員（松浦輝幸君） 委員長、よか。 

○委員長（上村哲三君） はい、松浦委員、ど

うぞ。 

○委員（松浦輝幸君） じゃあ、いろいろ聞い

たところによりますと、そういう、ここで方法

をどうするということはちょっと無理かなと感

じましたので、また会派に戻って、その方法を

ですね、今度は方法を検討して帰ったらどうだ

ろうかな。 

○委員長（上村哲三君） どうぞ、田方委員。 

○委員（堀口 晃君） その中で、先ほど私も

言ったようにですね、一人会派の方々もおられ

ます。そういう方々というともやっぱり。ま

あ、ここだけでどうのこうのと決められる問題

でもない点もあるんじゃないかなとは思うとで

すよね。そういったところの若干の意見はです

ね、取り入れて、聞いていただければ。 

○委員長（上村哲三君） ちょっと小会しま

す。 

（午前１０時１６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時２８分 本会） 

○委員長（上村哲三君） 先ほど田方代表のほ

うから、少数会派の意見聴取もしてみたほうが

いいというような御意見でございました。これ

に関しましては、少数会派の意見聴取について

は、委員長、副委員長と事務局において、次期

の会議までに意見聴取をするということでよろ

しいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（上村哲三君） それでは、お諮りい

たします。それともう一つあったですね。

（｢中間報告」と呼ぶ者あり）それから、中間

報告についても、――それはもう後でよかな。 

○委員長（上村哲三君） お諮りいたします。 

 政治倫理についての、次期の議会に申し送る

方法については、ただいま御協議いただいたと

おりとすることに御異議がありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） はい。御異議なしと

認め、そのように決しました。 

                              

◎議長の諮問に関する事項（情報公開（政務調

査費使途公開・視察報告書公開）について） 

○委員長（上村哲三君） 次に、政務調査費使

途公開・視察報告書公開に関しての情報公開に

ついてですが、本件については、昨年の１１月

２１日のこの議運の協議の中において、情報公

開については、今後積極的に公開していくこと

とし、その方法は事務局と協議すると決定して

おりました。 

 そこで、この情報公開の方法を具体的にどう

するのか、前回協議を行ったところです。その

中で、まず、ハード面いわゆる写し等の取り扱

いについて、すなわち、お手元に前回の協議資

料を配付いたしておりますとおり、①書類の設

置についてはどの場所におくのか、②どのよう

な内容の写しを置くのか、③公開の対象とする

年度はいつとするのか、④書類の設置時期はい

つまでにするのかの以上４点が考えられるもの

として、事務局から説明を受けたところでござ

います。 

 また、委員から、設置しておく期間の検討も

必要ではないかとの意見も出されておりまし

た。 

 これらのことに関しては、会派に持ち帰り協

議となっておりましたので、各会派より、その

結果について御報告を願います。 

 報告の順序を変えさせていただきます。最初

に、新生会お願いいたします。前垣委員。 

○委員（前垣信三君） 具体的にこの４点につ

いて、正直言いまして、まだ会派の調整をとっ

ておりません。 

○委員長（上村哲三君） はい、わかりまし

た。 

 次に、自由民主党・和の田方代表、お願いい

たします。 

○委員（田方芳信君） この件についてはです

ね、従来どおりでいいのではないかなと。ま

あ、時間もかかるだろうし、事務方もですね。

まあ、従来どおりの方法で、やり方でいいので

はないかということでございます。 

○委員長（上村哲三君） はい。従来どおりっ

て、具体的には。済みません、この１、２、

３、４がありますから。 

○委員（田方芳信君） だけん、今まで事務方

に任せていろいろやったでしょう。そういう方

法も、今までどおりでいいと思いますけどね。 

○委員長（上村哲三君） はい。じゃあ、書面

による分ということで理解してよろしいです

か。 

○委員（田方芳信君） はい。 

○委員長（上村哲三君） 次に、自由民主党・

礎、友枝代表、お願いします。 

○委員（友枝和明君） うちの会派も書面によ

る会議で、今までどおりですね。 

○委員長（上村哲三君） はい。 

 次に、市民クラブの大倉代表、お願いしま

す。 

○委員（大倉裕一君） はい。まず、書類のほ

うとホームページの方法とあると思いますの

で、書類の方法について、市民クラブの意見を

申し上げます。 

 場所については、本庁１階情報プラザ、各支

所、各出張所に置くべきであろうと。それから

内容につきましては、収支報告書の写し、会計
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帳簿―― 

○委員長（上村哲三君） ゆっくりよかです

か。収支報告書の写し、はい。 

○委員（大倉裕一君） ア、イ、ウ、エです

ね。収支報告書の写し、会計帳簿の写し、領収

書の写し、視察報告書の写しを公開すべきだと

いうことになっております。 

 ③の公開対象年度につきましては、議運で積

極的公開が決定された平成２３年度分からの公

開でいいのではないかと。 

 それから、書類の設置時期ですけれども、ア

のですね、６月１５日まで。できるだけ早いほ

うがいいだろうということで、６月１５日まで

にということです。 

 それから、その書類を設置しておく期間につ

いてですが、前回、保存については５年間とい

う保存期間が定められていますという案が執行

部のほうから述べられておりました。公開につ

いては１年でいいのではないかという内容で

す。 

 それから、ホームページのほうです。 

○委員長（上村哲三君） ホームページは後

で。 

○委員（大倉裕一君） 後でよかですか。 

○委員長（上村哲三君） はい。 

○委員（大倉裕一君） はい。以上ですね、積

極的公開という見地から、そのような情報を出

すべきだという意見です。 

○委員長（上村哲三君） はい、わかりまし

た。最後に、改革クラブの堀口委員、お願いい

たします。 

○委員（堀口 晃君） はい。改革クラブにお

いてはですね、いろいろお話をさしていただい

た中において、書類のほうについては、今、市

民クラブの大倉代表がおっしゃられた分と全く

同じでございます。積極的に公開をすべきだと

いうようなことでございまして、日程、公開対

象年度、そして内容、場所については同じとい

うことでお願いいたします。 

○委員長（上村哲三君） はい、わかりまし

た。 

 ただいま報告が終わりました。これから、各

会派の報告について協議したいと思いますが、

その前に、判断をする材料の一つとして、その

事務を行うのに必要とされる作業時間、経費等

も加味して協議を深めたらどうかとの思いで事

務局に資料を作成してもらいました。ここで、

その資料の配付並びに資料の説明を求めたいと

思いますが、よろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） はい。それでは、資

料を配付いたさせます。 

（書記、資料配付） 

○委員長（上村哲三君） それでは、資料につ

いて説明を求めます。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） はい、委員長。 

○委員長（上村哲三君） はい、澤井次長補佐

兼総務係長。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） はい。おはようございます。（｢おはよ

うございます」と呼ぶ者あり）それでは、座っ

て説明させていただきます。 

 それでは、今お配りした資料をごらんいただ

きたいと思います。書類を作成するに要する作

業時間と経費の見積もりをしております。 

 まず、表の左側のほうにありますように、七

つのパターンで見積もりを行っております。そ

して、表の上のほうにありますが、本庁１カ所

の場合、本庁と支所５カ所の計６カ所の場合、

出張所１０カ所も入れて１６カ所の場合につい

て、それぞれ作成するページ数、作業時間、必

要な消耗品の経費についての見積もりでござい

ます。 

 まず、ページ数につきましては、本庁１カ所

の欄に書いてあります数字が実際の書類のペー
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ジ数になります。ナンバー１、収支報告書が１

２ページ。ナンバー２、会計帳簿を加えます

と、４１ページ。ナンバー３、小口現金出納簿

も加えますと５４ページになります。ナンバー

４、領収書も加えますと３５６ページでござい

ます。ナンバー５、視察報告書も加えますと５

３５ページということになります。そして、そ

の下、ナンバー６でございますが、収支報告書

と視察報告書では１９１ページ、ナンバー７、

これに会計帳簿も加えますと２２０ページとい

うことになります。 

 そして、このページ数でございますが、それ

ぞれ本庁と支所ということで、６カ所になりま

したら、それぞれ６倍の枚数、それぞれページ

数のところが６倍の数字になります。 

 それから、一番右側のところになりますが、

出張所の１０カ所も加えますと、それぞれ１６

カ所ということで、１６倍の枚数のページ数と

いうことになります。 

 次に、作業時間でございますが、ナンバー１

からナンバー３の収支報告書、会計帳簿、小口

現金出納帳までにつきましては、本庁１カ所の

場合１時間、支所を含めますと、その右側にあ

りますが、支所を含めて６カ所の場合は１時間

３０分、出張所を含めまして１６カ所とした場

合は２時間ということで見積もっております。 

 次に、ナンバー４のように、領収書までを含

めますと、本庁１カ所で６時間、支所も含め６

カ所の場合は約９時間、出張所も含めて１６カ

所の場合は１２時間ということで見積もってお

ります。 

 ナンバー５のように視察報告書を含めます

と、１時間ずつ時間がかかると見積もりまし

て、本庁１カ所で７時間、支所も含めて６カ所

の場合１０時間、出張所も含め１６カ所の場合

１３時間ということで見積もりました。 

 次に、ナンバー６のように、収支報告書と視

察報告書ということですると、本庁１カ所で２

時間、支所も含め６カ所の場合２時間３０分、

出張所も含めて１６カ所の場合３時間となりま

す。 

 また、これにナンバー７のように会計帳簿も

加えても、これにつきましては、作業時間はほ

とんど変わらないということになります。 

 次に、紙代とかファイル代が必要になりま

す。この消耗品費についてでございますが、本

庁１カ所の場合、おおむね１０００円以内でで

きます。次に、支所も含めた６カ所の場合、ナ

ンバー３までは１０００円以内でございます

が、領収書や視察報告書まで含める場合には、

五、六千円かかることになります。さらに、出

張所まで含めて１６カ所ということになります

と、ナンバー３までは１０００円程度でござい

ますが、ナンバー４の領収書まで含めた場合は

１万３０００円、ナンバー５の視察報告書まで

含めますと１万６０００円がかかるということ

になります。 

 次に、最後に作業の内容でございますが、書

類の設置の場合につきましては、まず秘匿情報

の確認を行う必要がございます。秘匿情報がご

ざいましたら黒塗り作業、それをコピーをする

ことになります。それから、それぞれの設置場

所に応じた必要部数の印刷、それからファイル

作成、最後に、各設置場所への設置などが必要

となります。 

 また、ホームページの掲載の場合につきまし

ては、書類設置と同様に、まず書類をコピー機

でスキャンして、ＰＤＦデータをつくる作業が

必要になります。それをホームページを作成し

て、そこにデータを張りつけていく作業という

ことになります。 

 以上でございます。 

○委員長（上村哲三君） はい。ただいま報告

が終わりました。 

 質問があれば、願います。 

○委員（田方芳信君） 済みません、ちょっと
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よかですか。 

○委員長（上村哲三君） はい、田方委員、ど

うぞ。 

○委員（田方芳信君） これ、もし収支報告書

だったらば、１２ページで１時間ちゅうことで

すよね。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） はい。 

○委員（田方芳信君） ちゅうことは、５番だ

ったらば、この収支、会計、小口、領収書、視

察したら、５３５ページの７時間かかると。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） はい、そういうことです。 

○委員（田方芳信君） これ、各常任委員会で

の件ですか。それとも、各自一人一人出す。 

○委員長（上村哲三君） 政務調査だいけん、

会派。 

○委員（田方芳信君） ちゅうことは、相当時

間のかかったい。 

○委員長（上村哲三君） 澤井補佐。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） はい、委員長。 

○委員長（上村哲三君） はい、どうぞ。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） ナンバー１からナンバー３の収支報告書

とか会計帳簿につきましては、ページ数がそれ

ほど多くございませんので、作業時間というの

はそんなにかからないと思いますが、ナンバー

４、ナンバー５にありますように、領収書につ

きましては、それぞれ会派さんが提出の仕方が

それぞれ違っておりまして、重ねて張って来ら

れるところもありますし、――今まで出されて

いるところが重ねて、こう。ですから、まずそ

れを張り直す作業からあります。それが、例え

ば新聞代でしたら１２枚ありますから、それを

重ねてあるのを全部はがして、張り直して、秘

匿情報がないかどうか確認して、それを１個１

個コピーして書類を作成するという手間がかか

ってきます。領収書の場合はですね。 

○委員長（上村哲三君） はい、田方委員どう

ぞ。 

○委員（田方芳信君） 大変な労働時間のかか

るとな、ふえればふえるしこ。まあ、それはも

う当然でしょうね。 

○委員長（上村哲三君） これは１会派分に対

しての所要時間ですか。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、澤井次長補

佐。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） はい。これは２３年度分の全会派です。 

○委員長（上村哲三君） 全会派の。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） 全会派です。 

○委員長（上村哲三君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） はい。書類作成に要す

る作業時間とか経費の見積もりっていう、出て

くること自体、私は何か違和感があるとこがあ

るんですけれども。 

 それぞれの会派がですね、収支報告書出して

るわけですよ。で、今おっしゃったように、形

式を全部おんなじにすればですね、その手間を

とることなくて、それぞれの会派で全部つくっ

たやつを、それをまとめて出せばよか。あとは

本庁であり支所であり、それは冊数が多くなる

だけであって、こんなに７時間も１０時間もか

かるようなね、作業じゃない。全部書式はこの

形式にしてください、各会派から出してくださ

いっていう、それをそのまま出せばよか話やけ

ん。 

 これは、書類作成にかかる、要するに、こん

な書類が出てくること自体、私、ナンセンスだ

というふうに思っておりますし、そんなに時間

がかかることじゃない。それはできることだ

し、今までやってることだけんが。 
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 今のお話は領収書が張ってある、それを全部

１枚ずつ、領収書は別々にしてほしいって、全

部わかるようにしてほしいっていうふうに、ち

ゃんと形式にのっとって各会派がつくればです

ね、こんな書類。 

 書類の話をするんじゃなくて、今、書類の設

置方法であったりとかっていう話をしてるの

に、書類を作成する作業の話になるのは、僕は

ちょっと、今この議題から外れてるような気が

するんですが。 

○委員長（上村哲三君） 参考意見としてです

ね、資料の配付をしております。やはり事務局

は通常の仕事にプラスというような部分が出て

きますからですね。だから、それは一応頭の中

に入れてもらいながらですねということで、今

のような意見も出てくるんだろうなというふう

に思います、逆にね。ひな形を、書式を統一し

なさいとか。 

 事務局、何かありますか。はい、澤井次長補

佐。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） 来年出していただく収支報告書に関して

は、そういうふうにお願いしたいと思います。 

 ただ、例えば２１年分につきましては、今、

先ほど私が申し上げましたように、そういう状

況で提出されていますから、そういう作業とい

うのは必然的に発生します。そこだけはちょっ

とわかっていただきたいと思います。 

○委員（堀口 晃君） 前年度のやつをすると

きに。 

○委員（大倉裕一君） はい、過去の分をする

にはそうなってくると。 

○委員長（上村哲三君） はい、前垣委員、ど

うぞ。 

○委員（前垣信三君） はい。基本的には、積

極的に情報公開をするという建前だと思うんで

すが、例えば、これ以外、市政全般にわたって

の情報の公開も多分問題になると思うんです

が、そのあたり、各支所とか各出張所に行けば

わかるんですかね。政務調査費以外のものは。

使途公開をされとる部分。議運の話ではないと

思うとですが。 

 要は、いろんな資料、公開されとるのは、支

所とか出張所に行けば、全部わかるようにして

あるもんなのかどうか。もし、それなら、まだ

会派の調整はしてないですけれども、例えばこ

の、１階の情報プラザ１カ所にしといて、それ

以上知りたければ、いろんな情報は公開しても

らえるから、その都度申請があれば書類を見せ

てあげればいいんじゃないですか。と思うんで

すよ。 

 いかにも、非常に議員はちゃんとした使い方

をしてますって、いろんなとこで情報公開をす

ることも大事と思うんですが、一応事務局でチ

ェックをしていただいて、これは政務調査費に

はなじまないという話まで聞きながら報告を出

しとるもんですから、そんなにおかしい内容で

はないと思うんですね。 

 だから、そんなに広く公開しなくても、費用

の云々という話も出たっですが、情報プラザ１

階で、期間も書いてありますが、通年でも構わ

ぬし、それ以上知りたかったら、また何らかの

届けを出されて、議会のほうから提示してやれ

ば済む話ではないかと思うとですよ。 

○委員長（上村哲三君） はい、わかりまし

た。 

 今、前垣委員のほうからありましたが、基本

になる部分が、議会の政務調査費についても、

積極的に公開するという決定がなされておる観

点から今の具体的な協議に入ってきてますんで

ですね、それは御認識をいただきたいと思いま

す。だから、それは事務局の指導を受けながら

ですね、報告書出してるというのもよく理解で

きますが、もっと積極的にちゅう意見から、そ

ういうふうな形になっておりますので、できれ

ばつまびらかにという、どこまでできるのかな
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というような協議になってると思います。 

 それから、分所や支所に行って、もうちょっ

と市の全体のやつも見れるのかというようなこ

とに関しては、例えば商工観光の観光振興の場

合の予算は、どのようにして、どうやって使っ

てるか、つまびらかにするまで見れるかってい

うような質問でよろしいでしょうか。それに関

しては、じゃあ事務局のほうからお願いしま

す。 

 田上議会事務局長。 

○議会事務局長（田上高広君） はい。はっき

り確認はまだ執行部にしていないんですけど、

調書的な、例えば決算書的なものについては公

開ができると思いますけど、その中身等につき

ましては、まだそこまではどうかなと思いま

す。ちょっと確認はとっておりませんので、は

っきりしたことは言えませんけど。 

 以上です。 

○委員長（上村哲三君） 前垣委員、どうぞ。 

○委員（前垣信三君） 今、委員長がおっしゃ

ったみたいに、積極的な情報公開って、間違い

なくそれはいいことだと思いますね。 

 ただ、全部の支所に出すのが積極的なのか。

１階で集中して、それ以上のものはいつでもお

出ししますよという、これも積極的な方法では

ないかと思うとですね。だから、経費云々の話

じゃないんですが、あちこち出せば、こぎゃん

経費かかるとですばいちゅう話じゃなくてです

ね、いかに積極的に公開ができるかの話からす

れば、何もいろんな出張所まで出す必要は、私

はないと。 

 ただ、利用度がですね、議会の政務調査費は

おかしいんじゃないかって大半の人が思ってお

られて、積極的にいろんな支所に見に行かない

かぬような世論ならばと思うとですけど、私は

執行部がちゃんとチェックしてしとる部分だか

ら、そんなにおかしい政務調査費ではないと思

うもんですから。はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、わかりまし

た。 

 ほかに御意見があれば願います。 

○委員（松浦輝幸君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、松浦委員。 

○委員（松浦輝幸君） 私も今の意見とほとん

ど変わらぬとですが、今の世論を考えたとき

に、政務調査費は八代どげんしてつけようとか

って、あんまり聞きもせぬし、で、今までの公

開でよかっかなと、そういうふうに思っていた

んですが。ただし、積極的な公開をとなれば、

それに異論はないんですが、やはり私は今まで

どおりぐらいでですね、そして場所はやっぱ

り、まあ本庁の１カ所ぐらいで、私はそれでい

いと思います。 

 そして、今言われたように、市民の皆さん

が、これはどうなっとっとかと言われたとき

は、そこにまた出せば、見られるようにしてさ

えおれば、私はもうそれでいいと思います。 

○委員長（上村哲三君） ほかに御意見等ござ

いませんか。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。確認なんですけ

ど、これまで本庁のほうに市民の方が政務調査

費を確認したいと、見たいというお話のときに

は、どこまで公開はできたんだったでしょう

か。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） 委員長。 

○委員長（上村哲三君） はい、澤井次長補

佐。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） はい。１１月の議運におきまして、政務

調査費を積極的に公開するということが決定さ

れる以前につきましては、情報公開請求があっ

た場合に、それを議長が許可した場合はです

ね、見せることができました。ですから、それ
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拒否する理由はないんですけど、請求があれば

見せると。じゃなくて、今現在ではもう、それ

がなくても自由にお見せすることができるとい

う形になってます。以前はそれができなかった

ということです。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） じゃあ、ここに載って

る１から７、要するにこの５番の、これまで全

部見せていただいてるって話ですか。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） はい。 

○委員（前川祥子君） 市民の方が見たいとお

っしゃって、見せてもらえるということです

ね。 

○委員長（上村哲三君） 澤井次長補佐。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） はい、そうなります。全ての書類を見て

いただくことができると。ただ、個人情報とか

ございますから、その部分は隠した上でお見せ

することになると思います。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（上村哲三君） 前川委員。 

○委員（前川祥子君） ということは、オープ

ンというか、市民が見たいと言えば見れるとい

う状況にはあるということなんですね。で、そ

の後は、要するに積極的公開が、どこまで公開

することが積極的につながるのかということだ

と思うんですけども、それはそれぞれの御意見

が、先ほど前垣委員がおっしゃったことも一理

あるんじゃないかなとは思いますけど、私も今

の状況でも積極的に値するとは思います。あと

はそれぞれのお考えだと思います。 

○委員長（上村哲三君） はい。ほかに御意見

等ございませんか。 

○委員（大倉裕一君） よかですか。 

○委員長（上村哲三君） はい、大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） まず積極的に公開をす

るというふうに議運のほうで決めたわけですけ

ど、誰に向けて積極的に情報公開していくかっ

ていったら、やっぱ市民も当然のことですけど

も、その市民の方で、やはりこの本庁まで出て

くるのに困難な方もいらっしゃる。そういった

ところまで、やっぱ丁寧さをしていくことが、

開かれた議会、透明性のある議会にもつながっ

ていくとじゃないのかなと、積極的な公開につ

ながるんじゃないかなというふうに、私は思っ

ています。（｢そら……」と呼ぶ者あり）です

から、支所とか、――何かごちゃごちゃ聞こえ

ますけど、支所とか出張所とかですね、そうい

ったところにやっぱり置いて、より見やすくし

ておく。 

 そして、先ほど事務局からもありましたが、

今までは書類を書いて、見せてくださいという

ようなお願いをしなければできなかった。しか

し、それを常時置いておくことによって、市民

の方が開いて見えると、私たちも視察に行った

内容とかですね、そういったものは、こういう

のを勉強してこられてるんだなというのが報告

のかわりにもなってくるのかなというふうに思

いますので、私はできるだけ支所、出張所まで

含めたところで配置をすべきじゃないかなとい

うふうに思います。 

○委員長（上村哲三君） はい。ほかに御意見

ございませんか。 

○委員（松浦輝幸君） よか。 

○委員長（上村哲三君） はい、松浦委員。 

○委員（松浦輝幸君） ちょっと聞きますけ

ど、事務局に。今までですたい、仮に、言うな

らば今までちゃんと議長の許しがなかったら見

分でけぬだった、それどのくらい、年間大体平

均ありよったですか。今まで、過去。市民の何

パーセントだろうか、それは。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） はい、委員長。 

○委員長（上村哲三君） はい、澤井次長補
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佐。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） 市民の方から見せてくださいというお話

は、今まで私が２１年に来てから１回もありま

せん。新聞関係からは２回ほど情報公開請求が

あっております。 

○委員長（上村哲三君） よろしいですか。 

○委員（松浦輝幸君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、松浦委員。 

○委員（松浦輝幸君） ということはたい、我

々は、議会としては、開かれた条項を積極的に

やろうといっても、市民の皆さんがそれくらい

だったら従来どおりでいいと思う。いつでもオ

ープンに見せるという、その姿勢さえとっとれ

ば。それで私はいいと思います。 

○委員長（上村哲三君） ほかにありますか、

意見は。 

○委員（堀口 晃君） 委員長。 

○委員長（上村哲三君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） はい。市民の皆さんが

知らないという部分、また知ろうと思わない部

分もたくさんあろうかと思うんですね。その中

で、ステージをつくってあげることが私たちの

役目だろうと思うんです。いつ行っても、どこ

行っても、聞かれたときには、ああ、支所に行

きなっせよ、ああ、本庁に行ってから、あそこ

にあるよとかっていう、書類に関しては、いつ

でもどこでも見ることができるように、今、シ

ステムとしてなってるんだよという、そういう

システムを提示してあげることが、また市民の

皆さんが社会参加もしくは社会づくりにね、し

ていっていただけるきっかけになるんじやない

かなというところで、私は先ほど大倉議員がお

っしゃったように、いろんなところで見分がで

きる、そして私たちも積極的に、こういうふう

な使い方をしてるんだよということを、私たち

のほうから積極的に、皆さんの大事な税金を使

ってるんだと、こういうふうな使い方をしてる

んですよというふうに。 

 逆に、積極的な公開というと、私たちが市民

に対して、こういうふうに今使わせていただい

てる、そして、こういうふうに役立ってるって

いう、こういうふうなことがですね、私は大事

だということからですね、いろんな支所に、出

張所に置く必要ある。 

 それに手間を煩わせるというのは非常に心苦

しいところはあります、事務局に対して。手間

を煩わせないための方法は幾らでもあると思

う。それは議員がつくればいいことですので。 

 今までの、平成２２年度分ももう一回やり直

すということに関して、同じ書式にもう一回つ

くり直してくれというやり方も１つの方法じゃ

あるというふうに思ってます。 

 ですから、やり方よりも、積極的な情報公開

ということを１１月２１日に決定したならば、

今度は私たちが市民に対して、積極的に公開を

していくという役割を私たちは持っているよう

に、そういうふうに思っております。 

○委員長（上村哲三君） はい。ほかにありま

せんか。はい、田方委員。 

○委員（田方芳信君） 部分の中で、市民の方

々がそれだけこういう情報公開をやってるちゅ

うことを知らないということであれば、そうい

った部分を広報新聞とかですよ、ある程度は載

ってたですかね。 

○委員（堀口 晃君） いや、載ってなかった

です。 

○委員（田方芳信君） だけん広報か何かでで

すよ、こういうことを取り上げて、ちょっと載

せて、市民の方々にということもいいんじゃな

いかなとは思うとですけどね。できるだけ金も

かからぬごとせにゃいかぬでしょう。日ごろか

ら皆さん経費節減、経費節減って言いなっとだ

いけん。そこあたりはシビアに、やっぱ辛抱す

るとこは辛抱せないかぬ。 

○委員（松浦輝幸君） よか、委員長。 
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○委員長（上村哲三君） はい、松浦委員。 

○委員（松浦輝幸君） それとですね、これは

皆さん、――まあ市民の皆さんから何を聞かれ

っとかわからぬばってん、政務調査費をあたど

まどぎゃん使いよっとかとか、いろいろそうい

うことはあんまり、私はですよ、あんまり聞か

されんとです。聞かさるっとは、八代どぎゃん

かしてくださいと。第１次産業をようなっさん

ばあかぬばい、何か、あたどま何しよっとかと

いうのはよく聞きます。 

 我々議員は、こういうのも大事ですけども、

私から見れば、言葉は失礼だけども、小さいこ

とに、何の気ばいっちょいっちょせぬと、今ま

で、従来公開しよっとだから。全然せぬだった

ら、やっぱり今言うごと、ステージつくってや

らぬばってん、もうステージは私はでけとっと

思うとですよ。まちっと太か、広い考え持っ

て、のほうに頭向けていったがよかけん、私は

従来どおり、今までどおりしていって、何かが

また市民から文句があって、いろいろと何しよ

っとかと来たら、そのとき考えていいんじゃな

いかなと思います。 

○委員長（上村哲三君） 小会します。 

（午前１１時００分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時０３分 本会） 

○委員長（上村哲三君） 本会に戻します。 

 それでは、いろいろ御意見があるようですの

で、本日の協議結果を各会派にお持ち帰りいた

だき、情報公開についての政務調査費の使途公

開及び視察報告書公開の方法のハード面いわゆ

る写し等の取り扱いについては、各会派でも協

議を深めていただいた上で、次回、再度御協議

いただきたいと思いますが、これに御異議あり

ませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 次に、先ほどのハード面いわゆる写し等の取

り扱いについてと重複いたしますが、政務調査

費の使途公開及び視察報告書公開のホームペー

ジでの取り扱いについても、①ホームページに

載せる場所、②ホームページにはどのような内

容を載せるのか、③ホームページでの公開の対

象とする年度はいつとするのか、④ホームペー

ジ上の設置時期はいつまでにするのか。また、

先ほどと同様に、掲載しておく期間について

は、どのくらいの間とするのか、以上のことに

関しては会派に持ち帰り、協議となっておりま

したので、各会派よりその結果について御報告

を願います。 

 最初に、市民クラブの大倉代表、お願いしま

す。 

○委員（大倉裕一君） はい。ホームページの

場所は、八代市公式ホームページの市議会の部

屋で掲載をしてほしい。 

 内容につきましては、容量の関係が若干出て

くるかなということも鑑みる必要があるのかな

ということで意見がついておりますが、できる

だけ多くの情報は出すべきだということで、ア

の会派の収支報告書の写し、イ、会派の会計帳

簿の写し、ウ、各会派と領収書の写し、エ、視

察報告書の写しとなってます。 

 先ほど冒頭に言いました容量の関係で制限が

出てくる場合については、イの会計帳簿の写

し、ウ、領収書の写しを外しても構わないだろ

うという内容です。 

 公開の対象年度ですけれども、先ほどの書類

設置と同じく、アの議運で積極的公開が決定さ

れた平成２３年度分からということになってお

ります。 

 ４の掲載時期についても、アの６月１５日ま

でにアップをしていただくと、ホームページに

掲載していただきたいと。 

 あと、掲載期間についても話しておりまし

て、書類のほうと同じく１年間掲載をホームペ
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ージのほうにアップをしておいていただきたい

という内容でした。 

○委員長（上村哲三君） はい。 

 次に、改革クラブの堀口委員、お願いしま

す。 

○委員（堀口 晃君） はい。具体的に会計帳

簿とか領収書とかっていうところは、具体的に

ここまでしようというようなところの内容まで

は話し合いをしてないんですけども、場所につ

いてはですね、ホームページを活用する必要が

あるだろうと、今の市議会の部屋でぜひしてい

ただきたいということ。 

 で、内容については、先進事例の部分につい

て、かなり積極的に出していただいてる事例が

あるなら、そこを参考にして、それと同等でい

いんじゃないかというようなところを思ってる

ところです。 

 あと年度については、まだ皆さんと協議はま

だしていないというところでございます。 

○委員長（上村哲三君） はい。 

 次に、新生会からお願いします。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい。本当に申しわけ

ないんですが、表面も裏面も会派としてはして

おりませんけれども、ホームページに掲載する

方法が、場所は八代市公式ホームページ市議会

の部屋でも、私は個人的にはいいと思います。

まあ会派でもそれでまとまるとは思いますが。 

 あとの内容については、容量等もありますか

ら、なるべく、ア、イぐらいに絞っておいて、

それ以上必要な場合は、議会事務局へお申し出

くださいということであれば、それでも構わな

いのかなという気はいたします。 

○委員長（上村哲三君） はい。 

 次に、自由民主党・和の田方代表、お願いし

ます。 

○委員（田方芳信君） はい。大変申しわけあ

りません。うちのほうもですね、ちょっとこの

件について、まだちょっと抜けとりましたの

で、１回ちょっと、またもう一回持ち帰ってさ

せていただきたいと思います。 

○委員長（上村哲三君） はい。 

 自由民主党礎、友枝代表、お願いします。 

○委員（友枝和明君） うちも一緒です。 

○委員長（上村哲三君） 最後に、自由民主党

・絆の松浦代表、お願いします。 

○委員（松浦輝幸君） 自民党はずらり一緒。

申しわけないんですが、ここはほんと協議して

いません。 

○委員長（上村哲三君） ハード面だけだった

ですね。 

○委員（松浦輝幸君） 個人の意見ば言うよか

なら言うとばってん。 

○委員長（上村哲三君） ただいま各会派から

の報告が終わりました。御意見ありませんか。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） ちょっとホームページ

よくわからないんですけど、ホームページ掲載

は経費としてはどれぐらいかかるんでしょう

か。 

○委員長（上村哲三君） あわせていろいろの

問題も尋ねますか。容量の問題も。（｢容量が

問題たい」）と呼ぶ者あり）容量は、内容たい

な。 

 じゃあ、澤井次長補佐、お願いします。澤井

次長補佐。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） 容量でございます。 

 経費につきましては、作業時間、作業に時間

がかかると。その程度だと思います。それ以外

の物的な経費とかは全く必要ございませんの

で、いただいた書類をコピー機でＰＤＦ化し

て、それをデータとしてホームページに張りつ

けるだけですから、経費的にはかかりません。
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ただ、作業にどれくらいかかるか。作業も、初

年度は多少、ホームページ自体からつくらない

といけませんから多少かかりますけど、次年度

からは、ただデータを。ただ、データをＰＤＦ

化する作業というのが多少時間がかかるかなと

考えます。 

 容量につきましては、領収書までとなると、

かなり枚数がふえてきますから、どうですかね

と。ちょっと、多少無理する面はあるかもしれ

ません。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（上村哲三君） 前川委員、どうぞ。 

○委員（前川祥子君） じゃあ、先ほどいただ

いた書類作成に関する作業時間ってありますよ

ね。２３年度の時間ですけど、作業時間です。

これプラス、ホームページに載せる作業時間が

加わってくるという、初年度はですね。そうい

うことで考えていいんですか。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） はい、委員長。 

○委員長（上村哲三君） はい、澤井次長補

佐。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） そうですね。書類作成する場合、コピー

をするのをＰＤＦ化すると。なぜＰＤＦ化する

かというと、普通のワードとかエクセルのデー

タで載せると、修正することができるというの

がありまして、ですからＰＤＦで画像として提

供するという形で考えております。 

 で、時間とか経費は、これは、渡した書類

は、書類を作成するための経費が入ってますけ

ど、時間数につきましては、おおむねこの時間

かかるかなと。初年度につきましては、この時

間かかるかなと思います。 

○委員長（上村哲三君） よろしいですか、前

川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、前川委員、ど

うぞ。 

○委員（前川祥子君） そうしましたら、書類

作成はでき上がって、次年度ぐらいからホーム

ページに載せることは、そんなに時間も経費

も、そんなにはかからないというふうに考えて

いいですか。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） はい、委員長。 

○委員長（上村哲三君） はい、澤井次長補

佐。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） はい。ナンバー１、２、３であれば、そ

んなにかからないと思いますが、領収書まで入

ってきますと、多少データ化するのに時間がか

かる可能性はあります。 

○委員（前川祥子君） はい、わかりました。 

○委員長（上村哲三君） はい。ほかにありま

せんか。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（上村哲三君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい。済みません。よ

かったら１遍持ち帰りをさしていただいて、次

回に報告をしたいと思いますが。（｢そうしま

しょう」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） ただいま、もう一回

持ち帰らせてくれというような意見が出ました

が、皆さんいかがですか。（委員松浦輝幸君

「検討ばしとらぬ」と呼ぶ） 

 澤井次長補佐、ちょっとお尋ねなんですが、

ホームページにアップする分と、それからさっ

きハード面で書類で整備する分、どっちが簡単

かちゅうたら、どっちが簡単なんですか。どっ

ちが早く手をつけられるかっていうとだった

ら、どっちなのか。うん、だから、早かほうか

らすればよかちゅ、積極的にするなら、そうい

う方法も考えられる。そこまでみんな聞いて帰

らぬと、判断のしようがなかっじゃなかろうか

と思う。（｢それは両方もあり得る」と呼ぶ者
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あり）あんたが答えるな、向こうが答えるな、

事務局が。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（上村哲三君） 前川委員。 

○委員（前川祥子君） 結局は領収書ですか

ね、ネックは。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） まあ、そうですね。書類の場合につきま

しても、領収書の作業が多少時間を要すると考

えています。 

○委員（前川祥子君） 領収書なんですけど、

領収書を重ねて張った場合は、作業にそれを全

部外して見えるように、まずそれから始めると

いうことでしたね。それができ上がってれば、

ホームページに載せるのも簡単ですか、じゃ

あ。 

○委員長（上村哲三君） 澤井次長補佐。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） はい。今、議員さんが言われたように、

そういう形で、それで同じやつをコピーするの

と、ＰＤＦ化するのと、同じ作業でしますか

ら、それ自体はもうそんなに時間はかからない

と思います。 

○委員長（上村哲三君） ほかに質問、御意見

ございませんか。 

○委員（堀口 晃君） 委員長。 

○委員長（上村哲三君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） 作業するやり方はいろ

いろあると思うんですよ。で、事務局に全部任

せるんじゃなくて、我々がデータを持ってく

る、データができないところはまたいろんな方

法があると思うんでですね。 

 ここについては積極的に公開する、ホームペ

ージに載せるか、載せぬかっていう、こういう

議論だろうと思うんでですね。 

 あと、載せるための方法については、そんな

に難しい手作業、もしくは、それぞれのところ

にパソコンがあるならば、それを使ってできる

というやり方さえ教えていただければですね、

そんなに難しい仕事じゃないし、各会派で、自

分のところの政務調査費のことですので、これ

は自分たちで、データでくれとおっしゃればデ

ータでやるようなやり方も１つはあるというこ

とを、その方法もあるということだろうと思う

んですね。 

○委員長（上村哲三君） 澤井次長補佐、それ

でいいですか。 

 はい、澤井次長補佐。 

○議会事務局次長補佐兼総務係長（澤井光郁

君） はい。実際パソコンを使っていらっしゃ

る会派につきましては、今、堀口委員さんが言

われましたように、データでいただければ、こ

ちらはその作業が省けますから、作業時間とか

手間っていうのは大分省けると思います。た

だ、実際、その作業ができない会派につきまし

ては従来どおりという形で。ですから、言われ

たようにですね、データでいただければ、事務

局としては大分作業は軽減できます。 

○委員長（上村哲三君） 御意見がないようで

したら、少しまとめたいと思いますが、よろし

いですか。 

 それでは、いろいろ御意見があるようですの

で、本日の協議結果を各会派にお持ち帰りいた

だき、ホームページにおける政務調査費の使途

公開及び視察報告書公開に関しては、各会派で

も協議を深めていただいた上で、次回、再度御

協議いただきたいと思いますが、これに御異議

ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 それでは、以上で本日予定した案件について

の協議を終了します。 

 次期の開催日については、１２月定例会、１

１月２６日開会なら１週間前の１１月１９日が

議運となります。また、定例会が１２月３日開
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会なら１週間前の１１月２６日が議運となりま

す。日程については、この取り扱いでよろしい

でしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、日程につ

いては、そのように決しました。 

 また、先ほど中間報告の話をいたしました

が、これまで委員会で結論が出た項目について

は、昨年の３月、９月の本会議で中間報告をい

たしておりますが、それ以降、まだ協議の段階

でございまして、具体的な結論が出たものにつ

いては、今後直近の議会で報告をしていきたい

ていうふうに思っておりますが、そういう取り

扱いでよろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） それでは、そのよう

に決しました。 

                              

◎その他 

○委員長（上村哲三君） その他について何か

ありませんか。 

 はい、増田副議長。 

○委員外議員（増田一喜君） 済みません、議

会運営委員会の中でちょっと報告いたしたいな

と思うのは、広報委員会の報告なんです。一応

読み上げます。 

 議会広報委員会より今回発行いたします議会

だより１１月１日号での人事案件における採決

結果の取り扱いについて御報告申し上げます。 

 議会運営委員会において、議会だより１１月

１日号での人事案件の採決結果は公表しないと

の決定を受けて、本委員会で掲載方法について

協議いたしました結果、各議員の採決結果を賛

成が丸、反対がバツで表記しておりますところ

を、今回の人事案件についてはハイフンで表記

し、発行することといたしました。 

 また、今後の議会だよりにおける人事案件の

採決結果の公表につきましては、９月２４日の

委員会において協議を行いました。しかし、ま

だ結論を出すに至っておりませんので、今後さ

らに協議を行い、結論が出ましたら、また議会

運営委員会へ報告させていただきたいと思って

おります。 

 以上で報告を終わります。 

○委員長（上村哲三君） はい、ありがとうご

ざいました。 

 ほかにございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（上村哲三君） なければ、これで本

日の議会運営委員会を閉会いたします。 

（午前１１時１９分 閉会） 
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